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本日のプログラム
(I) Informational： 情報提供を目的としたプレゼンテーション
(P) Proposal:  ポリシー提案

1. JPOPM15 開会挨拶
• ポリシープロセス紹介

2. 前回までのフォローアップ
• Action Item 確認
• JPNICでのポリシー対応状況
• ip-users ML アーカイブ設置現状報告
• 「LIR共同利用IPv4アドレス空間の新設」状況報告

3. [提案] ポリシーWGにおける co-chair 設置の提案
4. TLD開放に関して
5. APNIC26の報告
6. IPv4枯渇提案アップデート
7. アドレス移転に関する議論
8. [講演] DNSSEC の現状
9. [講演] RIR/JPNICにおける電子認証技術とインターネット経路制御のセキュリティ

向上に関する動向
10.JPNICからの報告
11.各RIR の状況紹介
12.まとめ

• コンセンサス確認/まとめ
13. 懇親会（別会場）



前回までのフォローアップ

概要：

 Action Item 確認

 JPNICでのポリシー対応状況

 ip-users ML アーカイブ設置現状報告

「AP地域LIR共同利用IPv4アドレス空
間(ISP Shared Address)の新設」提案報告

質疑応答：

 IETF における， Shared Address 議論に
ついて，質疑



[提案] 

ポリシーWGにおける co-chair 設置の提案

概要

◦ ポリシーWG に，co-chair のポジションを
設け，JPOPMの議事進行，および，コン
センサス判断をco-chair でも実施可能とす
る

質疑
◦ Q：コンセンサスの判断で，チェア間の意見が分かれ
た場合は？

◦ A：判断は，提案の議事進行をしたチェア，または
co-chair が実施する．



TLD開放に関して

概要

◦ ICANNで進んでいる，TLD解放に関する
状況と，関与方法に関する紹介

質疑

◦ 是非，ICANNミーティングへの参加を．

◦ http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2008/20081118-

02.html

 JPNICのホームページ (www.nic.ad.jp)上の，バ
ナーからもたどれます．

http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2008/20081118-02.html
http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2008/20081118-02.html
http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2008/20081118-02.html
http://www.nic.ad.jp/


APNIC26の報告

概要

◦ APNIC26にあがった提案内容の紹介

質疑

◦ 歴史的アドレスの扱いについて．歴史的
アドレスホルダ間に不公平がないように
すべき．



IPv4枯渇提案アップデート

概要

◦ （特に）IPv4アドレス移転ポリシー以外の
ポリシー動向について紹介．

質疑

◦ 特になし．



アドレス移転に関する議論

概要

◦ IPv4アドレス移転ポリシーに関する議論

質疑

◦ 特になし．



[講演] DNSSEC の現状

概要

質疑

◦ 特になし．



[講演] 

RIR/JPNICにおける電子認証技術とインターネット経
路制御のセキュリティ向上に関する動向

概要

質疑

◦ 特になし．



JPNICからの報告

歴史的PIアドレス回収に関する現状報告

概要

◦ JPNICから，現在施行中の歴史的PIアドレ
ス回収プロセスの状況紹介

◦ 周知を進め，2009年3月に回収

質疑
◦ Q：歴史的PIアドレスに関する課金の検討状況

◦ A：2010年に予定している料金体系議論とあわせて検
討(JPNIC)

◦ Q：歴史的PIアドレスの回収後の対応は？

◦ A：しばらく寝かせておく．枯渇期になったら再利用
を検討（JPNIC)



JPNICからの報告

逆引きネームサーバにおけるlame delegation改善
に向けた取り組みについて

概要

◦ JPNICから，現在施行中の歴史的PIアドレ
ス回収プロセスの状況紹介

◦ 周知を進め，2009年3月に回収

質疑
◦ Q：歴史的PIアドレスに関する課金の検討状況

◦ A：2010年に予定している料金体系議論とあわせて検
討(JPNIC)

◦ Q：歴史的PIアドレスの回収後の対応は？

◦ A：しばらく寝かせておく．枯渇期になったら再利用
を検討（JPNIC)



各RIR の状況紹介

概要

質疑



IPv4アドレスの枯渇に向けたポリシー議論のご紹介

 RIRs で議論されている，



提案の今後の流れ

★
JPOPM

一次 コンセンサス
のまとめ

★

IP-USERS MLでの
最終コメント期間

★
2週間程度 ポリシーWGにて取

りまとめ，JPNICに
対して実装勧告

★
APOPM

1～2ヶ月程度

例年2月，9月頃

2008.11.27

本日

APOPM26 2008.8.25-8.29
クライストチャーチ
（ニュージーランド）

APOPM27@マニラ
2009.2.23-2.27

APNIC27

提案募集締切
2009.1.19

★
APOPM



まとめ

 本日は長い時間，最後までおつきあい頂き
ましてありがとうございました．

 ポリシーに関する議論は，

ip-users@nic.ad.jp

にお願いします．

 ポリシーWGに関連しますご質問，ご要望
は，

jpopf@venus.gr.jp

まで，お願いいたします．

mailto:ip-users@nic.ad.jp
mailto:ip-users@nic.ad.jp
mailto:ip-users@nic.ad.jp
mailto:contact@jpopf.net


ポリシーWGメンバ

チェア:
藤崎 智宏／日本電信電話(株) 

メンバ：
赤井 卓／(株)イーツリーズ・ジャパン

沖 幸弘／ソネットエンタテインメント株式会社

橘 俊男／楽天

谷崎 文義／ NTTスマートコネクト株式会社

中川 あきら／KDDI(株)



APNICミーティング

 APNIC 27
◦ マニラ，フィリピン
◦ 2009年2月23日～2月27日 （APRICOT2009と併催）

 リモート参加歓迎です
◦ ウェブキャスティング、チャット、
音声、podキャスティング、
リアルタイムでの会議記録
 http://www.apnic.net/meetings
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http://www.apnic.net/meetings

